
Moss-Face の取り扱い説明書 
「苔のタペストリー」 

Moss-Face は今から４億年前に生まれた蘚類（コケ類）による、地球環境と心の再生を願うプロ

ジェクトのひとつです。私たちは永年にわたるコケの植物生理の研究から、独自の休眠化技術

を開発しました。屋内環境における、癒しの空間演出が可能となりました。「緑のタペストリー」

を提案します。 

 

コケの休眠化技術について！ 

・緑の化石と言われる植物生理を活用します。 

・風合いが安定し覚醒～休眠～乾燥状態をつくります。 

特徴/性能！ 

●苔は光合成によりＣＯ２を完全固定化できる稀有な生体であり温暖化防止に役立ちます。 

・色合いと風合いは安定しています。 

・潅水・施肥などは不要です。 

・管理はほとんど要りません。 

・標準サイズが 1㎡（50x50x2cmh が 4 枚） 2000ｇで軽量です。 

・作業効率もよく流通コストも安価になります。 

・壁面に簡便に施工できます。 

・屋内での芸術性の高い緑の演出に 適です。 

「仕様」 

デザインについて 

①50x50x2cmh のフラットなモジュールを基本とします。 

②サイズを含む球面状などの規格外モジュールは、特別仕様になり十分な育成期間が必要です。 

③モジュール間はモザイク状態に見えますので、際の処理を意匠に取り入れる事が大切です。 

④悪戯とかアクシデントなどを防ぐ役割として、透明プラスチック板をはめると 良です。 

⑤メンテナンス時にコケを取り外せたり、作業がし易い事が必要です。 

⑥他の植物による寄せ植え風は、潅水からの影響を受けない仕切り状の工夫をして下さい。 

⑦⑥は屋外であれば可能ですが、植物生理が異なりますので技術的に困難です。 

⑧デザイン的に⑥が必要な場合は特別仕様として別途ご相談下さい。 

潅水とか施肥について 

潅水とか肥料などは、絶対に与えないでください。 

飲食店に対する問題点 

何かの弾みで茎葉の一部が微量ですが剥落する場合がありますが、 

衛生面とか間違って食した場合でも問題はありません。 

施工について（③推奨・詳細は別途） 

① 固定化案＝壁面に①ビスで４箇所の直付けです。②金具で引っ掛けます。③針金により留めます。 

シリコン系コーキング剤で直付けします。 

②パレット（縁有り無し）案＝脱着が可能なパレット内に、シリコン系コーキング剤で直付けします。 

③額縁案＝厚み分を考慮した額縁に透明プラスチック板を入れます。強く圧着しても問題ありません。 



 

管理について 

苔基盤（Moss-Face）の交換など 

①アクシデントなどによる損傷などは部分的に取り替えが簡単です。 

②強い紫外線などによる色あせ補修は溶液を軽く噴霧します。 

「取り扱い注意」 

①苔基盤は乾燥した屋内で保管して下さい。 

②内部がバネ構造ですので作業時は衝撃を与えないで下さい。 

③作業中に茎葉体が剥がれた場合は、専用の接着剤或あるいは 

ピンセット状道具で基盤の中へ圧しこんで復元して下さい。 

④潅水とか施肥は絶対にしないで下さい。 

⑤窓辺とか湿度の高い部屋では飾らないで下さい。 

⑥空調の効く安定した部屋が 適な環境です。 

⑦間違って潅水をして色合いが変化した時は、苔部分のみの交換ができます。 

 

ハイゴケ 
品種＝ハイゴケ科ハイゴケ 

 

 

 

 
 

（画像→育成タイプ） 
サンプル→休眠タイプ 

 
 

 

 

 

企画・生産・販売元＝モスネット協会＆http://www.moss-net.jp ＆株式会社井原良忠事務所 

スナゴケ 
品種＝ギボウシュゴケ科スナゴケ 

 

 
（画像→育成タイプ） 
サンプル→休眠タイプ 


